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一

　
　
支
那
四
千
年
の
史
乘
、
始
皇
の
前
に
始
皇
な
く
、
始
皇
の
後
に
始
皇
な
し
。

　
　
瞶
々
者
察
せ
ず
、
み
だ
り
に
惡
聲
を
放
ち
、
耳
食
の
徒
隨
つ
て
之
に
和
し
、

　
　
終
に
千
古
の
偉
人
を
し
て
、
枉
げ
て
桀
紂
と
伍
せ
し
む
。
豈
に
哀
か
ら
ず

　
　
や
。

　
こ
は
私
が
去
る
明
治
四
十
年
十
月
十
日
、
始
皇
の
驪
山





の
陵
を
訪
う
た
當
時

の
紀
行
の
一
節
で
あ
る
。
五
年
後
の
今
日
、
復
た
始
皇
の
傳
を
作
つ
て
、
彼
の

爲
に
氣
を
吐
く
と
は
、
淺
か
ら
ぬ
因
縁
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
從
來
始
皇
帝
の
評
判
は
餘
り
馨
く
な
い
。
彼
を
世
界
の
偉
人
の
伍
伴
に
加
へ

る
こ
と
に
就
い
て
は
、
多
少
の
反
對
あ
る
べ
き
こ
と
と
思
ふ
。
漢
初
政
略
的
に

使
用
し
た
暴
秦
と
か
無
道
秦
と
か
い
ふ
語
が
、
所
謂
先
入
主
と
爲
り
、
吾
人
の

腦
裏
に
拔
く
べ
か
ら
ざ
る
印
象
を
存
し
て
居
て
、
始
皇
帝
と
い
へ
ば
、
直
に
破

壞
壓
制
を
連
想
す
る
程
で
あ
る
。
い
か
に
も
始
皇
帝
に
幾
多
の
缺
點
短
處
が
あ

ら
う
。
し
か
し
之
が
爲
に
彼
の
美
點
長
處
ま
で
全
然
沒
了
す
る
の
は
偏
頗
で
あ

る
。
過
酷
で
あ
る
。
〔
已
に
司
馬
遷
も
こ
の
點
は
六
國
表
に
注
意
し
て
、

　
　
秦
取
天
下
多
暴
。
然
世
異
變
。
成
功
大
。
傳
曰
。
法
後
王
何
也
。
以
其
近

　
　
己
而
俗
變
相
類
。
議
卑
而
易
行
也
。
學
者
牽
於
所
聞
。
見
秦
在
帝
位
日
淺
。

　
　
不
察
其
終
始
。
因
擧
而
笑
之
。
不
敢
道
。
此
與
以
耳
食
無
異
。
悲
夫
。

と
述
べ
て
居
る
。
〕
虚
心
に
し
て
考
へ
る
と
、
始
皇
帝
が
支
那
歴
代
の
君
主
中
、

稀
有
の
大
政
治
家
で
あ
り
、
又
そ
の
立
て
た
制
度
が
、
久
し
く
且
つ
廣
く
後
世

に
影
響
し
て
居
る
こ
と
は
、
到
底
否
定
し
難
い
事
實
と
思
ふ
。
又
そ
の
人
格
も
、

一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
よ
り
は
、
餘
程
善
い
方
面
が
あ
る
と
思
ふ
。
こ
の
批

評
の
當
否
は
、
彼
が
一
生
の
事
蹟
を
根
據
と
し
て
、
判
定
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

事
實
が
最
後
の
裁
決
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
始
皇
帝
は
孝
公
五
世
の
孫
、
秦
の
莊
襄
王
の
子
で
、
年
十
三
の
時
、
父
の
後

を
承
け
て
秦
王
と
な
つ
た
。
そ
の
最
初
の
十
年
間
は
、
政
を
大
臣
、
殊
に
相
國

の
呂
不
韋
に
委
ね
、
二
十
三
歳
の
時
か
ら
萬
機
を
親
し
く
し
た
。
彼
は
爾
後
十

六
年
間
に
天
下
を
統
一
し
た
。
即
ち
西
暦
前
二
百
三
十
年
に
韓
を
滅
ぼ
し
た
を

手
初
に
、
趙
・
魏
・
楚
・
燕
と
い
ふ
順
序
に
列
國
を
併
せ
、
西
暦
前
二
百
二
十

一
年
に
、
最
後
の
齊
を
滅
ぼ
し
て
天
下
を
統
一
し
た
。
始
皇
帝
五
世
の
祖
に
當

る
孝
公
が
、
か
の
商
鞅
を
任
用
し
て
、
富
國
強
兵
の
大
政
策
を
建
て
て
か
ら
、

天
下
の
大
勢
は
已
に
秦
に
歸
し
か
か
つ
て
居
た
が
、
始
皇
帝
の
親
政
時
代
、
僅

々
十
數
年
の
間
に
、
首
尾
よ
く
一
統
の
實
を
擧
げ
得
た
に
就
い
て
は
、
彼
の
功

績
も
亦
尋
常
な
ら
ず
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
天
下
統
一
後
に
實
行
し
た
始
皇
帝
の
事
業
は
、
中
々
多
端
で
あ
る
が
、
要
す

る
に
内
政
と
外
交
と
に
區
別
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
内
政
で
は
君
權
の
擴
張
、

外
交
で
は
漢
族
の
發
展
が
主
眼
と
な
つ
て
居
る
。
從
つ
て
彼
一
代
の
政
策
は
、

尊
王
攘
夷
の
實
現
に
在
る
と
も
解
釋
し
得
る
の
で
あ
る
。
先
づ
内
政
の
主
要
な

る
も
の
を
列
擧
す
る
と
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
〔
君
主
專
有
の
名
稱
撰
定
〕
　
始
皇
帝
は
法
家
の
説
を
奉
じ
て
居
る
。
君
主

の
位
置
は
無
上
絶
對
、
あ
ら
ゆ
る
點
に
於
て
、
下
民
と
儼
然
た
る
區
別
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
信
條
か
ら
、
彼
は
六
國
統
一
の
年
に
、
君
主
の
み
に
限
り

使
用
し
得
べ
き
名
稱
を
制
定
し
た
。
そ
の
四
五
の
實
例
を
示
す
と
、

　
（
イ
）
皇
帝
　
始
皇
帝
以
前
の
君
主
は
皆
王
と
稱
し
た
。
夏
・
殷
・
周
三
代

の
君
主
は
、
何
れ
も
王
と
稱
し
て
居
る
。
所
が
春
秋
時
代
と
な
つ
て
、
周
の
王
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室
が
衰
微
す
る
と
、
楚
・
呉
・
越
等
南
蠻
の
國
君
が
王
號
を
僭
し
初
め
、
降
つ

て
戰
國
時
代
と
な
る
と
、
中
國
の
諸
侯
達
も
亦
之
に
倣
ひ
、
最
後
に
陪
臣
よ
り

諸
侯
と
な
つ
た
韓
・
魏
・
趙
の
三
晉
の
君
す
ら
王
と
稱
し
て
、
王
號
の
價
値
は

甚
だ
低
落
し
て
來
た
。
そ
こ
で
國
富
み
兵
強
き
大
諸
侯
は
、
最
早
王
號
で
は
滿

足
出
來
ず
、
別
に
他
の
美
號
を
稱
し
た
も
の
も
あ
る
。
始
皇
帝
の
曾
祖
父
に
當

る
昭
襄
王
が
、
齊
の
湣
王
と
約
し
て
、
一
時
相
並
ん
で
、
西
帝
東
帝
と
稱
し
た

の
も
こ
の
理
由
に
本
づ
く
。
六
國
を
討
平
し
海
内
を
混
一
し
た
始
皇
帝
が
、
今

更
王
號
や
帝
號
を
襲
ぐ
を
潔
と
せ
ず
、
新
に
一
層
の
美
號
を
採
用
せ
ん
と
す
る

の
は
、
必
然
の
要
求
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
彼
は
群
臣
の
意
見
を
參
酌

し
、
そ
の
功
徳
は
古
の
三
皇
五
帝
を
兼
ね
た
り
と
て
、
皇
帝
と
稱
す
る
こ
と
と

な
つ
た
。

　
（
ロ
）
朕
　
先
秦
時
代
に
は
朕
は
一
人
稱
と
し
て
、
上
下
の
區
別
な
く
使
用

さ
れ
た
。
楚
の
屈
原
の
離
騷
に
も
、
そ
の
父
の
こ
と
を
朕
皇
考
と
書
い
て
あ
る
。

然
る
に
始
皇
の
時
か
ら
、
朕
は
皇
帝
專
有
の
一
人
稱
と
な
つ
た
。

　
（
ハ
）
陛
下
　
臣
民
が
天
子
を
呼
ぶ
に
陛
下
と
稱
す
る
の
は
、
始
皇
以
後
の

こ
と
で
、
秦
以
前
に
は
見
當
ら
ぬ
。
『
史
記
』
の
始
皇
本
紀
が
、
こ
の
字
面
の

出
處
で
あ
ら
う
。

　
（
ニ
）
詔
　
詔
は
告
知
の
義
で
あ
る
。
秦
以
前
に
は
、
上
下
と
も
に
こ
の
字

を
通
用
し
た
。
『
左
傳
』
に
晉
の
將
欒
書






が
※
の
役
に
齊
軍
を
打
ち
破
つ
て
、

國
に
凱
旋
の
日
、
功
を
同
僚
の
士
※





に
讓
つ
て
、
今
囘
の
戰
勝
は
士
爕
の
軍
令

宜
し
き
を
得
、
部
下
よ
く
そ
の
命
を
聽
き
し
故
な
り
と
い
へ
る
を
記
し
て
、

「
爕
之
詔
也
。
士
用
命
也
」
と
あ
る
。
始
皇
の
時
か
ら
天
子
の
命
令
に
限
つ
て

詔
と
稱
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
（
ホ
）
璽
　
玉
に
て
作
つ
た
印
を
璽
と
い
ふ
。
秦
以
前
は
上
下
の
區
別
な
く

之
を
使
用
し
た
。
『
韓
非
子
』
に
秦
の
甘
茂
と
い
ふ
人
が
、
太
僕
と
い
ふ
官
に

つ
き
、
兼
ね
て
行
人
の
職
を
執
つ
た
こ
と
を
、
佩
僕
璽
而
爲
行
事
と
記
し
て
あ

る
。
僕
璽
と
は
太
僕
の
官
印
の
こ
と
で
あ
る
。
始
皇
の
時
に
天
子
の
印
に
限
つ

て
玉
を
用
ゐ
、
之
を
璽
と
稱
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
規
程
は
、
要
す
る
に
始
皇
帝
が
金
科
玉
條
と
奉
じ
て
居
る
、
尊
君

抑
臣
主
義
の
一
端
を
發
揮
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
先
秦
の
歴
史
を
通
覽
す
る
と
、
代

一
代
と
君
權
漸
長
の
痕
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
周
禮
の
作
者
た
る
周
公
旦

の
如
き
は
、
君
權
擴
張
の
棟
梁
で
あ
る
。
天
子
は
七
廟
、
諸
侯
は
五
廟
、
大
夫

は
三
廟
、
士
は
一
廟
と
か
、
天
子
の
堂
は
高
さ
九
尺
、
諸
侯
は
七
尺
、
大
夫
は

五
尺
、
士
は
三
尺
と
か
、
天
子
に
崩
と
い
ひ
、
諸
侯
に
薨
と
い
ひ
、
大
夫
は
卒
、

士
は
不
禄
、
庶
民
は
死
と
い
ふ
と
か
、
天
子
の
墳
に
は
松
を
樹
ゑ
、
諸
侯
は
柏
、

大
夫
は
欒
、
士
は
槐
、
庶
民
は
楊
柳
を
樹
う
る
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
、

煩
瑣
な
る
規
程
を
設
け
て
、
上
下
の
區
別
を
嚴
に
し
た
の
は
周
時
代
で
あ
る
。

始
皇
帝
は
要
す
る
に
古
來
漸
長
し
つ
つ
あ
つ
た
、
尊
君
抑
臣
主
義
を
大
成
し
た

人
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
漢
以
後
陽
に
秦
を
非
難
し
つ
つ
、
陰
に
秦
に
な
ら
つ

て
、
是
等
の
名
稱
を
採
用
し
て
居
る
の
は
、
始
皇
の
政
策
が
時
代
の
要
求
に
適

し
た
證
據
と
も
い
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
〔
諡
法
の
廢
除
〕
　
諡




は

周
よ
り
は
じ
ま
つ
た
も
の
で
、
『
逸
周
書
』
に

「
諡
法
解
」
が
あ
る
。
周
公
旦
の
定
め
た
所
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
の
「
諡

法
解
」
に
、
諡
者
行
之
迹
也
、
（
中
略
）
是
以
大
行
受
大
名
、
細
行
受
細
名
と

あ
る
通
り
、
身
分
あ
る
人
の
生
前
の
行
爲
に
相
應
し
た
、
死
後
の
諡
を
定
め
て
、

勸
善
懲
惡
の
意
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。
〔
序
に
申
添
へ
る
が
、
新
に
崩
御
さ

れ
た
君
上
を
、
大
行
皇
帝
と
か
大
行
天
皇
と
か
稱
す
る
の
は
、
生
前
に
徳
行
高
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い
方
で
、
や
が
て
大
名
　
　
美
し
い
諡
　
　
を
受
く
べ
き
方
と
い
ふ
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
を
永
遠
の
旅
に
就
か
れ
た
方
と
い
ふ
意
味
に
解
す
る
の
は
、
正
し
く

な
い
。
〕

　
諡
法
の
起
原
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
き
、
兔
も
角
も
諡
法
が
周
時
代
に
實
行

さ
れ
て
居
つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
當
時
の
規
定
に
よ
る
と
、
身
分
あ
る
臣

下
が
死
す
る
と
、
君
上
よ
り
諡
を
賜
は
る
例
で
、
天
子
崩
御
の
時
は
、
大
臣
會

議
し
て
、
そ
の
行
爲
に
相
當
せ
る
諡
を
定
め
、
且
つ
君
に
佞
し
て
、
天
を
欺
か

ざ
る
主
意
と
て
、
京
師
の
南
郊
に
於
て
、
上
帝
臨
監
（
？
）
の
下
に
、
之
を
披

露
す
る
こ
と
と
な
つ
て
居
る
。
列
國
の
諸
侯
達
は
天
子
よ
り
諡
を
賜
は
る
筈
で

あ
る
が
、
周
の
王
室
の
衰
へ
る
と
共
に
、
天
子
同
樣
そ
の
國
の
大
夫
達
が
詮
議

し
て
、
そ
の
諡
を
定
め
る
こ
と
と
な
つ
た
。
さ
て
か
く
天
子
崩
じ
諸
侯
薨
じ
た

場
合
に
、
そ
の
人
に
相
當
せ
る
諡
を
議
定
せ
ん
に
は
、
勢
ひ
臣
子
と
し
て
、
そ

の
君
父
生
前
の
行
爲
を
批
評
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
は
甚
だ
君
父
の
尊
嚴
を
損
ず

る
譯
で
あ
る
。
故
に
始
皇
は
爾
後
諡
法
を
除
く
こ
と
と
し
た
。

　
漢
は
多
く
の
點
に
於
て
秦
の
制
度
を
採
用
し
た
に
拘
ら
ず
、
諡
法
の
み
は
秦

の
制
度
に
反
對
し
て
、
之
を
復
活
し
た
。
復
活
は
し
た
が
、
漢
以
後
の
諡
法
は

次
第
に
骨
拔
き
と
な
つ
て
、
本
來
の
意
義
を
沒
了
し
た
。
臣
下
は
た
だ
君
上
に

佞
し
て
、
美
諡
の
み
を
呈
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
く
勸
善
懲
惡
の
主
意
を
失
つ

た
か
ら
で
あ
る
。
例
せ
ば
諡
法
に
愛
民
好
與
曰
惠
と
あ
る
に
、
西
晉
の
惠
帝
の

如
き
が
あ
る
。
ま
た
辟
土
服
民
曰
桓
と
あ
る
に
、
東
漢
の
桓
帝
の
如
き
が
あ
る
。

諡
法
中
に
見
え
る
躁
と
か
荒
と
か
刺
と
か
醜
と
か
い
ふ
惡
諡
は
、
遂
に
使
用
さ

れ
た
例
が
な
い
。
隋
の
煬
帝
の
如
き
惡
諡
は
稀
有
の
例
外
で
、
諡
法
に
好
内
遠

禮
曰
煬
と
も
、
逆
天
虐
民
曰
煬
と
も
あ
る
。

　
し
か
の
み
な
ら
ず
周
時
代
に
は
一
字
の
諡
を
普
通
と
し
た
に
、
世
の
降
る
と

共
に
字
數
を
増
し
て
、
多
き
を
誇
り
、
一
字
の
諡
號
が
二
字
と
な
り
、
唐
時
代

に
は
普
通
に
六
七
字
と
な
り
、
更
に
明
・
清
時
代
に
な
る
と
二
十
字
内
外
に
増

加
し
た
。
清
の
太
祖
の
如
き
は
、
承
天
廣
運
聖
徳
神
功
肇
紀
立
極
仁
孝
睿
武
端

毅
欽
安
宏
文
定
業
高
皇
帝
と
三
十
字
近
き
諡
號
を
も
つ
て
居
る
。
諡
號
が
長
く

な
り
、
記
憶
や
使
用
に
不
便
を
加
へ
た
か
ら
、
唐
以
後
は
天
子
の
諡
號
を
稱
せ

ず
に
、
高
祖
と
か
太
宗
と
か
廟
號
を
稱
す
る
の
が
慣
例
と
な
つ
た
。
兔
に
角
漢

以
後
の
諡
は
、
行
の
迹
と
い
ふ
本
義
を
失
ひ
、
た
だ
崩
後
飾
終
の
追
讚
に
過
ぎ

な
く
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
〔
郡
縣
の
治
〕
　
秦
以
前
の
支
那
は
封
建
で
あ
つ
て
、
幾
多
の
諸
侯
が
各
〻

土
地
人
民
を
私
有
し
て
居
つ
た
。
夏
の
初
に
は
天
下
の
諸
侯
の
數
一
萬
、
殷
の

時
に
は
三
千
、
周
の
初
に
は
千
八
百
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
長
い
年
月
の
間
に

は
、
攻
爭
併
呑
の
結
果
、
是
等
の
諸
侯
は
次
第
に
そ
の
數
を
減
じ
、
春
秋
時
代

に
は
百
六
七
十
國
、
戰
國
時
代
に
は
十
國
内
外
と
な
り
、
最
後
に
秦
の
一
統
と

な
つ
た
。
天
下
一
家
と
い
ふ
こ
と
は
、
始
皇
帝
の
時
に
始
め
て
現
實
と
な
り
、

そ
の
以
前
に
未
曾
有
の
事
で
あ
る
。

　
さ
て
一
統
し
た
天
下
を
如
何
に
處
分
す
る
か
は
、
當
時
の
一
大
問
題
で
あ
つ

た
。
丞
相
王
綰






を
始
め
、
群
臣
多
數
の
意
見
は
、
周
の
舊
に
な
ら
つ
て
封
建
の

制
を
行
ひ
、
遠
隔
の
地
に
同
姓
子
弟
を
分
封
し
て
諸
侯
王
と
い
た
し
、
皇
室
の

藩
屏
た
ら
し
む
る
に
在
つ
た
が
、
始
皇
帝
は
李
斯
の
言
を
聽
き
、
天
下
を
擧
げ

て
皇
室
の
直
領
と
し
、
郡
縣
の
治
を
布
く
こ
と
と
な
し
た
。
『
左
傳
』
や
『
史

記
』
に
明
記
し
て
あ
る
が
如
く
、
春
秋
の
末
期
か
ら
戰
國
時
代
に
か
け
て
、
諸

侯
の
數
の
減
少
す
る
と
反
比
例
に
、
郡
縣
の
數
は
増
加
し
て
居
る
が
、
始
皇
帝

は
全
天
下
を
郡
縣
に
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
天
下
を
三
十
六
郡
に
分
ち
、
各
郡
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に
守
・
尉
・
監
を
置
い
た
。
守
は
文
治
を
、
尉
は
兵
事
を
掌
り
、
監
は
そ
の
監

察
を
す
る
。
郡
の
下
に
は
更
に
縣
を
置
き
、
令
が
之
を
治
む
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
郡
縣
の
官
吏
は
、
皆
天
子
の
代
理
と
し
て
民
に
臨
み
、
そ
の
進
退
任
免
は

一
に
皇
帝
の
命
令
に
由
る
の
で
あ
る
か
ら
、
君
權
頗
る
強
大
と
な
り
、
一
統
の

政
治
も
亦
、
完
全
に
行
は
れ
る
譯
で
あ
る
。
『
史
記
』
に
群
臣
の
言
を
載
せ
て
、

　
　
昔
者
五
帝
、
地
方
千
里
。
其
外
侯
服
・
夷
服
。
諸
侯
或
朝
、
或
否
。
天
子

　
　
不
能
制
。
今
陛
下
（
中
略
）
平
定
天
下
。
海
内
爲
郡
縣
。
法
令
由
一
統
。

　
　
自
上
古
以
來
。
未
曾
有
。

と
あ
る
の
は
、
必
ず
し
も
誇
張
の
言
で
は
な
い
。

　
〔
劃
一
の
制
〕
　
夏
・
殷
・
周
三
代
の
間
、
諸
侯
は
各
〻
そ
の
國
に
便
宜
の

政
を
行
ひ
、
天
下
の
制
度
は
區
々
と
し
て
、
頗
る
劃
一
を
缺
い
て
居
つ
た
。
尤

も
君
權
の
擴
張
し
た
周
時
代
す
ら
、
夏
の
後
の
杞
、
殷
の
後
の
宋
は
、
各
〻
そ

の
先
代
の
政
を
繼
承
せ
し
を
始
め
、
そ
の
他
の
列
國
で
も
、
悉
く
は
中
央
政
府

の
制
度
を
循
奉
し
て
居
ら
ぬ
。
『
中
庸
』
に
今
天
下
車
同
軌
書
同
文
と
い
ひ
、

『
詩
經
』
に
「
溥
天
之
下
、
莫
非
王
土
。
率
土
之
濱
、
莫
非
王
臣
」
と
い
へ
る

が
如
き
は
、
畢
竟
一
種
の
希
望
若
く
は
理
想
を
述
べ
た
る
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
眞

に
天
下
劃
一
の
政
を
見
る
を
得
た
の
は
、
始
皇
帝
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
始
皇
帝
は
六
國
を
併
合
す
る
と
、
法
度
と
い
は
ず
、
權
量
と
い
は
ず
、
丈
尺

・
車
軌
・
律
歴
・
衣
冠
・
文
字
ま
で
、
す
べ
て
劃
一
主
義
を
厲
行
し
た
。
彼
が

四
方
に
立
て
た
碑
文
に
、
或
は
器
械
一
量
、
同
書
文
字
と
勒
し
、
或
は
遠
邇
同

度
と
刻
し
、
こ
の
點
に
關
し
て
得
意
滿
面
の
態
を
示
し
て
居
る
の
も
、
無
理
な

ら
ぬ
次
第
で
あ
る
。
中
に
も
吾
人
の
注
意
に
値
す
る
の
は
、
始
皇
帝
が
文
字
の

整
理
に
熱
心
な
り
し
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
文
字
を
統
一
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ま

た
こ
れ
を
改
良
し
た
。
複
雜
不
便
な
る
古
文
を
省
略
し
て
、
所
謂
秦
篆
を
作
り
、

更
に
之
を
平
易
に
し
て
隷
書
を
作
つ
た
。
こ
れ
ら
文
字
の
整
理
に
よ
つ
て
、
當

時
の
社
會
が
如
何
に
大
な
る
便
益
を
受
け
得
た
か
は
、
設
想
に
難
く
な
い
。
始

皇
帝
が
所
在
に
碑
を
立
て
た
目
的
の
一
半
も
、
或
は
文
字
の
統
一
を
促
す
一
方

便
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
〔
天
下
巡
游
〕
　
始
皇
帝
は
天
下
併
一
の
翌
年
、
即
ち
彼
の
在
位
二
十
七
年

か
ら
以
後
、
頻
繁
に
四
方
に
巡
幸
し
た
。

　
二
十
七
年
　
今
の
陝
西
の
西
部
及
び
甘
肅
方
面

　
二
十
八
年
　
今
の
河
南
・
山
東
・
安
徽
・
湖
北
・
湖
南
方
面

　
二
十
九
年
　
今
の
河
南
・
山
東
・
山
西
方
面

　
三
十
二
年
　
今
の
直
隷
・
山
西
方
面
及
び
陝
西
の
北
部

　
三
十
七
年
　
今
の
湖
北
・
湖
南
・
江
蘇
・
浙
江
・
山
東
方
面

　
彼
は
か
く
四
方
を
巡
行
し
つ
つ
、
到
る
處
に
秦
の
頌
徳
碑
を
立
て
た
。
有
名

な
※
山






の
碑
、
琅
邪
臺
の
碑
、
之
罘






の
碑
、
泰
山
の
碑
、
會
稽
山
の
碑
等
は
、

皆
こ
の
時
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
何
れ
も
秦
が
四
海
混
一
し
た
功
徳
を
勒
し

て
あ
る
。
秦
は
六
國
を
併
合
し
た
も
の
の
、
六
國
の
遺
臣
や
遺
民
は
、
決
し
て

一
朝
に
秦
に
心
服
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
天
下
の
耳
目
を
新
に
す
る
必

要
が
起
る
。
始
皇
帝
が
頻
年
四
方
を
巡
游
し
た
目
的
も
、
畢
竟
六
國
割
據
の
餘

風
を
打
破
し
て
、
彼
自
身
が
決
し
て
秦
一
國
の
君
で
な
く
、
四
海
の
共
主
で
あ

る
こ
と
を
、
天
下
萬
民
に
會
得
せ
し
め
ん
爲
で
、
極
め
て
時
宜
に
適
當
し
た
政

略
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
清
の
康
煕
・
乾
隆
二
帝
が
、
屡
〻
天
下
を
巡
行
し
た

の
も
、
全
く
同
樣
の
趣
旨
で
、
近
く
は
わ
が
明
治
天
皇
が
、
維
新
以
來
、
或
は

東
海
、
或
は
奧
羽
、
或
は
北
陸
と
巡
幸
せ
ら
れ
た
の
も
、
或
は
同
一
の
理
由
に

本
づ
く
こ
と
と
拜
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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〔
焚
書
〕
　
始
皇
帝
の
施
政
中
、
尤
も
後
世
の
不
評
を
招
い
た
の
は
、
い
は

ゆ
る
焚
書
・
坑
儒
の
二
點
で
あ
る
。
世
の
學
者
は
多
く
之
に
よ
つ
て
彼
を
人
道

の
敵
、
文
教
の
仇
と
信
じ
て
居
る
。
如
何
に
も
焚
書
・
坑
儒
は
、
多
少
亂
暴
で

あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
之
に
も
幾
分
の
理
由
が
あ
る
。
一
概
に
始
皇
帝

の
み
を
非
難
し
去
る
譯
に
は
い
か
ぬ
。

　
學
者
の
羨
稱
お
か
ざ
る
夏
・
殷
・
周
の
三
代
も
、
專
制
時
代
で
あ
る
。
決
し

て
後
人
の
想
像
す
る
が
如
き
、
自
由
の
世
で
は
な
か
つ
た
。
造
言
の
刑
と
か
亂

民
の
刑
と
か
、
若
く
は
左
道
の
辟
と
か
稱
し
て
、
す
べ
て
恢
詭
傾
危
の
言
を
弄

し
て
、
民
心
を
蠱
惑
す
る
者
は
、
容
赦
な
く
國
憲
に
處
し
て
居
る
。
然
る
に
周

室
衰
へ
、
春
秋
よ
り
戰
國
と
、
世
の
降
る
儘
に
、
實
力
競
爭
時
代
と
な
つ
て
、

諸
侯
は
何
れ
も
天
下
の
人
材
を
羅
致
し
て
、
國
の
富
強
を
圖
る
こ
と
と
な
つ
た
。

か
く
人
材
登
傭
の
途
の
開
け
る
と
共
に
、
處
士
横
議
の
弊
が
釀
し
初
め
た
。

　
戰
國
時
代
に
於
け
る
處
士
の
跋
扈
は
、
隨
分
厄
介
な
問
題
で
あ
つ
た
。
孔
子

す
ら
不
在
其
位
不
謀
其
政
と
い
う
て
居
る
に
、
彼
等
は
何
れ
も
無
責
任
不
謹
愼

な
る
政
治
論
を
敢
て
し
て
、
治
安
を
害
し
、
民
心
を
惑
は
す
の
で
あ
る
。
温
良

な
る
孔
子
す
ら
、
衆
を
聚
め
て
奇
を
衒
つ
た
少
正
卯
を
誅
殺
し
た
で
は
な
い
か
。

當
時
の
政
治
家
に
と
つ
て
、
處
士
の
横
議
は
到
底
其
儘
に
看
過
し
難
い
程
で
あ

つ
た
。
心
あ
る
政
治
家
は
早
く
之
を
抑
壓
す
る
に
腐
心
し
初
め
た
。
或
者
は
更

に
進
ん
で
そ
の
檢
束
に
着
手
し
、
且
つ
又
處
士
横
議
の
源
泉
と
な
る
べ
き
書
籍
、

即
ち
當
時
の
政
治
に
反
對
せ
る
思
想
を
載
せ
た
、
書
籍
の
處
分
さ
へ
實
行
し
た

も
の
も
あ
る
。
秦
の
如
き
は
そ
の
一
例
で
、
已
に
孝
公
の
時
か
ら
、
民
間
の
政

治
論
を
禁
じ
、
犯
す
者
は
國
境
以
外
に
放
逐
し
、
治
安
に
害
あ
り
と
認
め
た
、

『
詩
經
』
『
書
經
』
等
の
古
典
を
焚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
戰
國
の
末
に
出
た
韓
の
韓
非
は
、
そ
の
著
『
韓
非
子
』
の
う
ち
に
、
國
を
治

む
る
に
は
、
法
律
と
そ
の
法
律
を
執
行
す
る
官
吏
と
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ

の
以
外
に
先
王
の
道
と
か
、
聖
人
の
書
と
か
の
必
要
は
な
い
。
然
る
に
今
天
下

到
る
所
に
、
儒
者
と
稱
す
る
者
あ
つ
て
、
古
聖
の
書
を
引
い
て
當
世
の
政
を
誹

り
、
上
下
の
心
を
惑
は
し
む
る
は
、
甚
だ
不
都
合
千
萬
で
あ
る
。
先
づ
こ
の
儒

者
を
除
き
去
る
こ
と
が
、
刻
下
の
急
務
で
あ
る
と
主
張
し
て
居
る
。
韓
非
と
同

時
の
秦
の
呂
不
韋
も
亦
、
そ
の
著
『
呂
氏
春
秋
』
の
う
ち
に
、
略
同
樣
の
意
見

を
述
べ
て
居
る
。

　
始
皇
帝
は
か
ね
て
韓
非
を
崇
拜
し
て
居
つ
た
。
寡
人
得
見
此
人
與
之
游
、
死

不
恨
矣
と
さ
へ
い
う
た
程
で
あ
る
。
呂
不
韋
は
始
皇
即
位
の
初
に
、
國
政
を
委

ね
た
大
臣
で
、
然
も
始
皇
の
實
父
と
さ
へ
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
韓
非
、
こ

の
呂
不
韋
、
何
れ
も
處
士
を
抑
へ
古
書
を
除
く
べ
し
と
主
唱
す
る
以
上
、
始
皇

は
最
初
よ
り
處
士
と
古
書
の
處
分
に
腐
心
し
て
居
た
の
は
、
む
し
ろ
當
然
の
こ

と
と
思
は
れ
る
。
か
か
る
事
情
の
下
に
、
彼
の
尤
も
信
任
せ
る
丞
相
の
李
斯
が
、

思
想
統
一
の
爲
、
君
權
擁
護
の
爲
、
異
端
邪
説
に
關
係
あ
る
古
書
を
禁
止
せ
ん

こ
と
を
上
書
し
た
か
ら
、
始
皇
は
直
に
之
を
納
れ
、
遂
に
所
謂
挾
書
の
禁
、
焚

書
の
令
が
發
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
秦
の
焚
書
は
、
文
運
の
大
厄
で
あ
つ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
し
か
し
世

人
は
多
く
そ
の
書
厄
を
過
大
視
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
現
に
『
舊
唐
書
』
な

ど
に
も
、
三
代
之
書
經
秦
殆
盡
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
は
誇
張
の
言
で
、
頗
る

事
實
を
誣
ふ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
始
皇
の
典
籍
を
銷
燬
し
た
記
事
は
、

詳
に
『
史
記
』
に
載
せ
て
あ
る
が
、
之
を
熟
讀
す
る
と
、
左
の
事
實
を
否
定
す

る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
（
イ
）
秦
に
不
利
益
な
記
事
の
多
い
六
國
の
史
料
は
焚
い
た
が
、
秦
の
史
料

　
　
は
焚
か
ぬ
。

　
（
ロ
）
醫
藥
・
卜
筮
・
農
業
に
關
係
あ
る
書
籍
は
、
民
間
に
使
用
し
て
差
支

　
　
な
い
。
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（
ハ
）
上
記
以
外
の
書
籍
、
殊
に
『
詩
經
』
『
書
經
』
及
び
諸
子
百
家
の
書

　
　
は
、
一
切
民
間
に
所
藏
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
必
ず
禁
令
發
布
後
三
十
日
以

　
　
内
に
官
省
に
差
出
さ
し
め
て
、
之
を
燒
棄
し
た
。

　
（
ニ
）
朝
廷
所
屬
の
博
士
は
、
如
何
な
る
書
籍
を
所
藏
し
て
も
差
支
な
い
。

　
故
に
民
間
一
般
の
書
籍
を
燒
棄
し
た
の
は
事
實
で
あ
る
が
、
煩
雜
な
る
古
文

を
竹
簡
に
漆
で
書
い
て
、
書
籍
を
作
つ
た
當
時
の
こ
と
と
て
、
書
籍
の
價
も
甚

だ
不
廉
で
、
且
は
携
帶
に
も
頗
る
不
便
で
あ
つ
た
か
ら
、
民
間
の
藏
書
の
案
外

貧
弱
で
あ
つ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
先
秦
時
代
に
藏
書
の
多
き
こ
と
を
、

五
車
の
書
と
稱
す
る
が
、
竹
簡
に
寫
し
た
書
籍
が
五
車
に
滿
載
す
る
程
あ
つ
て

も
、
今
日
の
印
刷
に
す
れ
ば
、
誠
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
當
時
の
學

者
は
、
大
抵
は
書
籍
を
貯
藏
す
る
よ
り
も
、
書
籍
を
諳
誦
し
た
の
で
あ
る
。
東

漢
時
代
に
紙
が
發
明
さ
れ
、
寫
書
や
や
容
易
と
な
つ
た
頃
に
も
、
民
間
で
は
依

然
諳
誦
の
風
を
繼
續
し
て
居
つ
た
。
ま
た
當
時
『
公
羊
傳
』
『
穀
梁
傳
』
等
の

如
く
、
專
ら
口
傳
に
よ
り
、
未
だ
竹
簡
に
載
せ
ら
れ
な
ん
だ
書
籍
も
多
か
つ
た

か
ら
、
天
下
の
書
を
焚
く
と
い
ふ
條
、
世
人
の
想
像
す
る
程
、
大
な
る
損
害
は

な
か
つ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
殊
に
秦
の
朝
廷
に
は
七
十
人
の
博
士
が
あ
つ

て
、
そ
の
藏
書
は
無
難
の
筈
で
あ
る
か
ら
、
秦
火
災
厄
の
程
度
は
愈
〻
輕
小
と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
後
ち
楚
の
項
羽
が
關
中
に
入
つ
て
、
咸
陽
の
宮
殿
を

一
炬
に
焚
き
盡
し
た
時
、
官
府
所
藏
の
典
籍
多
く
灰
燼
に
歸
し
た
の
で
、
古
書

佚
亡
の
責
は
、
始
皇
よ
り
も
咸
陽
を
焚
い
た
項
羽
、
若
く
ば
項
羽
に
先
だ
つ
て

關
に
入
り
な
が
ら
、
官
府
の
藏
書
の
保
護
を
怠
つ
た
、
劉
邦
や
蕭
何
ら
が
負
ふ

べ
き
筈
で
あ
る
。

　
思
想
統
一
の
爲
、
君
權
擁
護
の
爲
と
は
い
へ
、
天
下
の
書
籍
を
焚
く
な
ど
は
、

勿
論
贊
む
べ
き
こ
と
で
な
い
が
、
た
だ
世
人
は
焚
書
事
件
の
み
を
知
つ
て
、
そ

の
當
時
の
事
情
と
實
際
と
を
察
せ
ぬ
者
が
多
い
か
ら
、
聊
か
始
皇
の
爲
に
辯
じ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
〔
坑
儒
〕
　
始
皇
帝
は
挾
書
の
禁
令
發
布
の
翌
年
に
、
諸
生
四
百
六
十
餘
人

を
咸
陽
に
坑
殺
し
た
。
世
に
所
謂
坑
儒
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
も
根
本
史
料

の
『
史
記
』
を
調
査
す
る
と
、
後
世
の
所
傳
は
、
事
實
を
誣
ふ
る
も
の
、
尠
か

ら
ざ
る
こ
と
が
發
見
さ
れ
る
。

　
戰
國
の
頃
か
ら
、
不
死
の
靈
藥
を
求
む
る
こ
と
を
專
門
と
す
る
、
方
士
と
い

ふ
者
が
出
來
、
燕
・
齊
・
楚
等
の
諸
國
王
は
、
何
れ
も
方
士
を
信
任
し
た
。
始

皇
帝
も
亦
當
時
の
風
潮
に
從
ひ
、
幾
多
の
方
士
を
寵
用
し
た
が
、
そ
の
方
士
の

中
で
侯
生
・
盧
生
の
二
人
は
、
始
皇
帝
を
詒
き
、
不
死
の
藥
を
求
む
る
費
用
と

し
て
萬
金
を
貪
つ
た
が
、
固
よ
り
藥
は
見
當
る
筈
な
く
、
早
晩
詐
僞
暴
露
し
て
、

罪
に
處
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
行
掛
け
の
駄
賃
に
、
散
々
始
皇
を
誹
謗
し
て

逃
亡
し
た
。
始
皇
は
金
を
騙
ら
れ
し
上
に
、
惡
口
さ
れ
し
こ
と
と
て
大
い
に
怒

り
、
侯
盧
二
生
と
日
夕
往
來
し
て
、
朝
廷
や
皇
帝
を
誹
謗
し
た
在
咸
陽
の
諸
生

を
驗
問
さ
せ
た
。
所
が
こ
れ
ら
諸
生
は
、
徒
に
一
身
を
免
れ
ん
が
爲
に
、
卑
劣

に
も
甲
は
乙
に
、
乙
は
丙
に
と
互
に
罪
を
他
人
に
嫁
し
た
か
ら
、
拘
引
の
範
圍

は
次
第
に
廣
ま
り
、
遂
に
四
百
六
十
餘
人
の
檢
擧
と
な
つ
た
が
、
眞
の
犯
罪
者

は
發
見
出
來
ぬ
。
始
皇
も
處
置
に
窮
し
て
、
容
疑
者
全
體
を
坑
殺
す
る
こ
と
と

し
た
。
こ
れ
が
所
謂
坑
儒
事
件
の
實
相
で
あ
る
。

　
右
の
事
實
に
由
つ
て
觀
る
と
、
坑
殺
さ
れ
た
諸
生
は
多
く
方
士
で
あ
る
。
其

う
ち
幾
分
儒
生
も
混
じ
て
居
つ
た
や
う
で
あ
る
け
れ
ど
、
此
等
の
儒
生
と
て
も
、

咎
を
人
に
嫁
し
て
平
然
た
る
が
如
き
破
廉
恥
漢
で
、
儒
生
の
名
あ
つ
て
儒
生
の

實
な
き
も
の
で
あ
る
。
殊
に
彼
等
は
何
れ
も
誹
謗
妖
言
の
犯
罪
容
疑
者
で
あ
る
。
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無
辜
の
儒
者
を
、
何
等
の
理
由
な
く
し
て
殺
戮
し
た
も
の
と
、
同
一
視
す
る
こ

と
は
出
來
ぬ
。

　
犯
罪
容
疑
者
を
擧
げ
て
無
差
別
に
坑
殺
し
た
の
は
、
や
や
亂
暴
の
譏
を
免
れ

ぬ
が
、
當
時
の
事
情
を
斟
酌
す
る
と
、
こ
れ
に
も
多
少
恕
す
べ
き
點
が
あ
る
。

罪
は
輕
き
に
從
ひ
賞
は
重
き
に
從
ふ
と
は
、
儒
家
の
意
見
で
、
法
家
は
そ
の
反

對
に
、
罪
は
重
き
に
從
ひ
、
賞
は
輕
き
に
從
ふ
を
原
則
と
し
て
居
る
。
法
家
の

説
を
信
奉
す
る
始
皇
帝
が
、
罪
の
疑
は
し
き
者
に
對
し
て
、
嚴
に
從
つ
て
處
罰

し
た
の
は
、
そ
の
所
信
に
忠
實
な
る
結
果
で
あ
る
。
彼
は
終
始
こ
の
主
義
を
一

貫
し
て
居
る
。
坑
儒
事
件
に
就
い
て
の
み
、
無
情
過
酷
で
あ
つ
た
譯
で
は
な
い
。

　
始
皇
は
一
日
丞
相
李
斯
の
途
中
行
列
が
、
餘
り
に
堂
々
た
る
を
見
て
、
君
主

の
位
置
を
無
上
絶
對
に
置
く
彼
は
、
甚
だ
不
平
で
あ
つ
た
。
下
尅
上
の
漸
と
な

ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
翌
日
か
ら
、
李
斯
は
打
て
變
つ
て
、

そ
の
前
騎
從
車
の
數
を
減
じ
た
。
始
皇
は
之
を
見
て
、
我
が
不
平
を
李
斯
に
内

通
し
た
者
が
あ
る
と
て
大
い
に
怒
り
、
左
右
の
者
を
案
問
し
た
が
、
遂
に
そ
の

人
を
認
め
得
な
ん
だ
か
ら
、
當
日
左
右
に
侍
し
た
者
一
同
を
捕
へ
て
、
死
罪
に

處
し
た
こ
と
が
あ
る
。
又
そ
の
後
ち
、
東
郡
地
方
で
石
に
始
皇
帝
死
而
地
分
の

七
字
を
刻
し
た
者
が
あ
つ
た
。
始
皇
は
官
吏
を
派
遣
し
て
、
そ
の
犯
罪
者
を
搜

索
し
た
が
、
目
的
を
達
し
得
ず
し
て
、
遂
に
附
近
の
住
民
一
同
を
死
罪
に
處
し

た
こ
と
も
あ
る
。
此
等
の
事
件
を
坑
儒
事
件
と
對
比
す
る
と
、
始
皇
の
主
義
も

自
か
ら
理
會
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
若
し
坑
儒
事
件
の
當
時
に
、
四
百
六
十
餘
人
の
諸
生
中
に
、
一
人
で
も
男
子

ら
し
い
者
が
あ
つ
て
、
自
か
ら
そ
の
犯
罪
を
名
乘
り
出
で
、
一
同
の
犧
牲
と
な

つ
た
な
ら
ば
、
決
し
て
彼
が
如
き
大
事
を
惹
き
起
さ
な
ん
だ
に
相
違
な
い
。
坑

儒
事
件
に
就
い
て
は
、
始
皇
の
暴
戻
を
責
め
ん
よ
り
、
む
し
ろ
諸
生
の
卑
怯
を

憫
む
べ
き
こ
と
と
思
ふ
。

　
私
は
上
數
章
に
渉
つ
て
、
始
皇
の
内
政
の
重
な
る
點
を
紹
介
し
た
が
、
之
に

よ
る
と
、
彼
の
政
策
は
多
少
非
難
す
べ
き
所
が
あ
つ
て
も
、
大
體
に
於
い
て
時

勢
に
適
切
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
そ
の
他
始

皇
は
天
下
の
武
器
を
沒
收
し
た
こ
と
も
あ
る
。
地
方
の
城
壁
を
撤
去
し
た
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
天
下
の
富
豪
十
二
萬
戸
を
國
都
咸
陽
に
移
住
さ
せ
た
こ
と
も
あ

る
。
何
れ
も
割
據
の
餘
風
を
破
つ
て
、
一
統
の
實
效
を
擧
げ
、
地
方
を
彈
壓
し

て
、
中
央
を
鞏
固
に
す
る
に
は
必
要
な
る
政
策
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
眼
を
轉
じ
て
始
皇
帝
の
外
交
策
を
見
る
と
、
彼
は
徹
頭
徹
尾
對
外
硬
で
あ
つ

た
。
彼
は
南
北
に
向
つ
て
異
族
征
伐
を
實
行
し
、
帝
國
主
義
を
發
揮
し
て
居
る
。

こ
の
異
族
征
伐
に
は
、
か
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
ア
ジ
ア
征
伐
の
如
く
、

豐
太
閤
の
朝
鮮
征
伐
の
如
く
、
一
種
の
政
略
を
も
含
ん
で
居
る
の
は
勿
論
で
あ

る
。
六
國
を
討
平
し
た
彼
は
、
異
族
征
伐
か
外
國
侵
略
に
よ
つ
て
、
國
民
の
注

意
を
外
に
嚮
け
、
國
内
の
安
全
を
圖
る
の
を
、
得
策
と
考
へ
た
も
の
と
見
え
る
。

　
〔
越
人
征
伐
〕
　
始
皇
は
先
づ
南
に
向
つ
て
越
人
征
伐
に
着
手
し
た
。
越
人

は
今
の
浙
江
・
福
建
・
廣
東
・
廣
西
四
省
か
ら
、
安
南
地
方
に
か
け
て
蔓
延
し

て
居
つ
た
種
族
で
、
幾
多
の
部
落
に
分
裂
し
た
か
ら
、
百
越
と
呼
ば
れ
て
居
つ

た
。
春
秋
の
末
期
よ
り
次
第
に
中
國
の
舞
臺
に
活
動
し
て
來
た
。
有
名
な
る
越

王
勾
踐
の
如
き
、
そ
の
君
主
こ
そ
夏
の
後
で
、
漢
族
と
稱
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、

國
民
は
皆
こ
の
越
種
族
で
あ
つ
た
。
始
皇
は
六
國
を
統
一
す
る
と
間
も
な
く
、

江
を
越
え
て
次
第
に
越
人
を
征
服
し
、
そ
の
地
を
閩
中
（
福
建
）
、
桂
林
（
廣

西
）
、
南
海
（
廣
東
）
、
象
郡
（
安
南
）
の
四
郡
に
分
ち
て
中
國
に
加
へ
、
又

こ
こ
に
漢
族
五
十
萬
人
を
移
住
さ
せ
た
。
漢
族
の
南
方
殖
民
は
こ
の
時
か
ら
始
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ま
つ
て
、
代
一
代
と
發
展
し
た
。
近
く
フ
ラ
ン
ス
が
後
印
度
方
面
に
勢
力
を
扶

植
す
る
ま
で
、
二
千
年
の
間
、
南
海
諸
國
は
常
に
支
那
を
宗
主
と
仰
い
だ
由
來

も
、
こ
こ
に
起
源
す
る
の
で
あ
る
。

　
殊
に
始
皇
の
南
方
經
略
に
よ
つ
て
、
海
上
交
通
の
門
戸
が
開
け
た
。
南
海
の

番
禺
、
象
郡
の
交
趾
　
　
過
去
二
千
年
間
絶
え
ず
外
國
貿
易
船
の
輻
輳
し
た
こ

の
二
都
會
　
　
が
、
始
め
て
中
國
民
族
の
手
に
歸
し
た
か
ら
で
あ
る
。
是
よ
り

象
牙
・
犀
角
・
瑇
瑁
・
珠
璣
等
殊
域
の
産
物
の
輸
入
が
日
に
多
き
を
加
へ
る
。

や
が
て
中
國
の
市
舶
、
大
秦
の
賈
船
の
往
來
が
始
ま
る
と
い
ふ
風
に
、
東
西
交

通
の
序
幕
が
、
茲
に
開
け
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
〔
匈
奴
征
伐
〕
　
始
皇
は
更
に
北
の
方
匈
奴
を
驅
逐
し
た
。
支
那
の
歴
史
に

據
る
と
、
匈
奴
の
祖
先
は
淳
維
と
い
ひ
、
夏
の
桀
王
の
後
と
稱
し
て
居
る
。
夏

の
後
な
ど
は
、
固
よ
り
信
憑
す
る
に
足
ら
ぬ
が
、
そ
の
祖
先
の
淳
維
と
い
ふ
名

が
訛
つ
て
、
匈
奴
と
い
ふ
種
族
の
名
と
な
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
始
祖
の
名
を

其
の
儘
種
族
の
名
と
す
る
こ
と
は
、
北
狄
に
普
通
の
慣
習
で
あ
る
。
匈
奴
の
文

字
は
戰
國
時
代
か
ら
始
め
て
使
用
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
以
前
は
或
は
玁
※






、
或

は
獫
狁
或
は
葷
粥
・
薫
育
・
※
鬻






等
、
區
々
一
定
し
て
居
ら
ぬ
。
し
か
し
何
れ

も
フ
ン
ニ
の
音
譯
で
、
た
だ
そ
の
文
字
を
異
に
し
た
の
み
で
あ
る
。
即
ち
西
暦

四
世
紀
の
頃
か
ら
西
洋
史
上
に
現
は
れ
來
る
フ
ン
種
族
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

種
族
は
上
古
か
ら
絶
え
ず
漢
族
を
劫
掠
し
て
、
尠
か
ら
ざ
る
迷
惑
を
加
へ
て
居

る
。
周
の
祖
先
の
古
公
亶
父





が
、
岐
山
へ
避
難
し
た
の
も
、
獯
鬻
の
爲
で
あ
る
。

西
周
末
の
詩
人
が
、
靡
室
靡
家
と
嗟
嘆
し
た
の
も
、
獫
狁
の
爲
で
あ
る
。
始

皇
帝
は
天
下
一
統
の
後
ち
、
蒙
恬






を
將
と
し
て
兵
三
十
萬
を
率
ゐ
て
匈
奴
を
征

伐
せ
し
め
て
、
悉
く
之
を
黄
河
以
北
に
驅
逐
し
た
。
攘
ひ
斥
け
た
地
面
に
三
十

四
縣
　
　
或
は
四
十
四
縣
と
も
傳
ふ
　
　
を
置
き
、
こ
こ
に
漢
族
數
萬
家
を
移

住
せ
し
め
、
所
謂
萬
里
の
長
城
を
築
き
て
、
華
夷
の
疆
界
を
嚴
重
に
限
定
し
た
。

　
北
狄
の
侵
入
に
對
し
て
長
城
を
築
く
こ
と
は
、
必
ず
し
も
始
皇
帝
の
時
に
創

つ
た
の
で
は
な
い
。
『
詩
經
』
に
よ
る
と
、
西
周
の
末
頃
か
ら
、
朔
方
に
城
き

て
玁
狁
を
防
い
で
居
る
。
降
つ
て
春
秋
戰
國
の
交
か
ら
、
秦
・
魏
・
趙
・
燕
等

北
邊
の
諸
國
は
、
相
繼
い
で
北
狄
を
防
が
ん
爲
に
、
長
城
を
築
い
た
こ
と
が
あ

る
。
始
皇
帝
は
幾
分
こ
れ
ら
以
前
の
長
城
を
利
用
し
て
、
萬
里
の
長
城
を
作
つ

た
も
の
と
見
え
る
。
そ
の
萬
里
の
長
城
は
、
今
の
甘
肅
省
鞏
昌
府
附
近
か
ら
起

つ
て
、
黄
河
の
外
を
廻
り
、
今
の
山
西
・
直
隷
二
省
の
北
邊
を
縫
う
て
、
盛
京

省
の
東
部
に
達
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
今
日
現
存
の
長
城
と
は
、
大
い
に

相
違
し
て
居
る
。
今
日
の
長
城
は
、
秦
以
後
西
漢
・
後
魏
・
北
齊
・
北
周
・
隋

・
明
時
代
に
渉
つ
て
、
幾
度
と
な
く
増
築
又
は
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
〔
領
土
の
膨
脹
〕
　
か
く
南
に
北
に
異
族
を
攘
う
て
土
地
を
拓
い
た
結
果
、

始
皇
帝
時
代
に
於
け
る
漢
族
の
版
圖
は
、
空
前
に
擴
大
さ
れ
た
。
儒
者
は
唐
虞

三
代
を
黄
金
時
代
と
稱
揚
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
代
の
漢
族
の
勢
力
圈
は
、

甚
だ
狹
隘
で
あ
つ
た
。
周
時
代
で
も
、
漢
族
の
根
據
地
の
所
謂
中
國
は
、
黄
河

の
左
右
に
限
ら
れ
、
今
の
地
理
で
い
へ
ば
、
大
略
河
南
省
の
全
部
と
、
陝
西
・

山
西
・
直
隷
・
山
東
・
湖
北
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ
。
殊
に
白
狄
・
赤
狄
を
始
め
、

犬
戎
・
小
戎
・
驪
戎
等
の
異
族
の
、
そ
の
間
に
雜
居
す
る
も
の
多
く
、
齊
・
秦

・
楚
・
呉
・
越
等
邊
裔
の
國
と
な
る
と
、
言
語
風
俗
な
ど
隨
分
漢
族
と
相
違
し

て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
が
四
圍
の
異
族
を
攘
う
て
か
ら
、
漢
族
の

勢
力
範
圍
は
、
周
の
初
に
幾
倍
し
、
そ
の
四
十
郡
　
　
も
と
の
三
十
六
郡
に
、

後
に
拓
い
た
四
郡
を
加
へ
て
　
　
の
廣
袤
は
、
殆
ど
今
の
支
那
本
部
と
大
差
な

く
な
つ
た
。
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始
皇
帝
の
力
に
よ
つ
て
、
空
前
の
一
大
帝
國
が
建
設
さ
れ
る
と
共
に
、
秦
の

威
名
は
遠
く
海
外
に
振
ひ
渡
つ
た
。
兩
漢
か
ら
三
國
時
代
に
か
け
て
、
北
狄
で

も
西
域
で
も
、
中
國
人
を
呼
ん
で
常
に
秦
人
と
い
う
て
居
る
。
南
海
方
面
で
も

同
樣
で
あ
つ
た
。
西
暦
一
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
地
理
書
に
は
、
世
界
の
極

東
の
國
を
シ
ナ
と
記
載
し
て
あ
る
が
、
恐
く
は
當
時
南
海
方
面
で
、
中
國
を
秦

と
呼
ん
だ
の
を
、
極
東
來
航
の
泰
西
の
商
賈
達
が
訛
り
傳
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

シ
ナ
と
い
ふ
國
號
の
起
源
に
就
い
て
は
、
學
者
間
に
異
説
が
あ
つ
て
、
或
は
雲

南
地
方
の
滇
國
と
結
合
せ
し
め
、
或
は
之
を
安
南
地
方
の
日
南
郡
に
還
原
せ
し

め
て
説
明
す
る
人
も
あ
る
が
、
皆
採
る
に
足
ら
ぬ
。
シ
ナ
は
必
ず
秦
と
關
係
せ

し
め
て
解
釋
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ナ
又
は
シ
ニ
ス
タ
ン
（
秦
人
の
國
の
義
）
と
い
ふ
名
稱
は
、
印
度
か
ら
中

央
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
へ
か
け
、
更
に
歐
洲
ま
で
尤
も
廣
く
使
用
さ
れ
て
居
る
。

支
那
又
は
至
那
等
は
シ
ナ
の
音
譯
、
震
旦
又
は
振
旦
等
は
シ
ニ
ス
タ
ン
の
音
譯

で
あ
る
。
漢
や
唐
も
國
威
四
方
に
張
つ
た
結
果
、
そ
の
國
號
は
中
國
の
代
名
と

し
て
、
外
域
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
到
底
支
那
の
如
く
世
界

的
で
な
い
。
秦
の
天
下
に
君
臨
し
た
年
月
は
短
か
つ
た
に
拘
ら
ず
、
そ
の
國
名

は
中
國
の
國
號
と
し
て
、
不
朽
に
傳
へ
ら
る
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

　
如
上
の
事
實
に
よ
つ
て
考
察
す
る
と
、
始
皇
は
實
に
中
國
民
族
の
爲
に
氣
を

吐
い
た
者
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
外
敵
に
對
し
て
は
一
意
和
親
偸
安
を
事
と
す

る
、
支
那
歴
代
の
君
主
の
間
に
在
つ
て
、
彼
は
確
に
一
異
彩
を
放
つ
て
居
る
。

支
那
四
千
年
の
外
交
史
　
　
屈
辱
的
失
敗
的
外
交
史
　
　
は
、
彼
に
よ
つ
て
わ

づ
か
に
そ
の
面
目
を
維
持
し
得
た
と
い
う
て
も
、
甚
し
き
誇
張
の
言
で
あ
る
ま

い
。

　
試
み
に
秦
以
後
の
支
那
の
外
交
史
を
達
觀
す
る
と
、
漢
の
高
祖
は
群
雄
平
定

の
餘
威
を
藉
り
、
三
十
萬
の
大
軍
を
率
ゐ
て
匈
奴
を
親
政
し
た
が
、
白
登
の
一

敗
に
意
氣
銷
沈
し
、
或
は
宗
女
を
與
へ
或
は
金
帛
を
遺
り
、
ひ
た
す
ら
彼
等
の

歡
心
を
買
う
た
。
高
祖
の
崩
後
、
漢
の
君
臣
は
專
心
こ
の
政
策
を
襲
踏
し
て
、

如
何
な
る
匈
奴
の
慢
辱
を
も
神
妙
に
我
慢
し
て
居
る
。
こ
の
間
武
帝
の
如
き
一

二
豪
傑
の
君
主
が
出
て
、
北
狄
征
伐
を
行
う
た
け
れ
ど
、
要
す
る
に
九
失
一
得
、

功
は
勞
に
酬
ひ
ず
と
い
ふ
有
樣
で
あ
つ
た
。
支
那
の
史
家
は
歴
代
の
對
異
族
策

を
評
し
て
、
周
は
上
策
を
得
、
秦
は
中
策
を
、
漢
は
下
策
を
得
た
と
評
し
て
居

る
。
周
は
果
し
て
上
策
を
得
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
漢
一
代
の
對
異
族

策
は
、
始
皇
の
そ
れ
に
比
す
る
と
、
費
は
多
く
し
て
功
は
尠
い
と
い
ふ
事
實
を

否
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
三
國
西
晉
以
降
は
、
五
胡
跋
扈
の
時
代
で
、
無
頓
著
な
支
那
人
す
ら
、
神
州

陸
沈
、
華
胄
左
衽
と
憤
慨
し
て
居
る
時
代
で
あ
る
か
ら
、
事
々
し
く
茲
に
贅
す

る
必
要
が
な
い
。
唐
の
太
宗
は
古
今
の
英
主
で
あ
る
。
天
下
併
合
の
後
ち
、
異

族
に
對
し
て
は
、
武
斷
主
義
を
實
施
す
る
素
志
も
あ
つ
た
が
、
當
時
の
大
臣
の

兵
凶
戰
危
の
説
に
動
か
さ
れ
て
、
遂
に
懷
柔
和
親
策
を
執
る
こ
と
と
な
つ
た
。

唐
一
代
の
間
、
四
裔
の
君
長
に
、
請
ふ
が
儘
に
所
謂
和
蕃
公
主
を
下
嫁
せ
し
め

た
の
は
、
こ
の
政
策
の
結
果
で
あ
る
。
「
美
人
天
上
落
。
龍
塞
始
應
春
」
と
詠

は
れ
た
永
樂
公
主
も
、
「
九
姓
旗
旛
先
引
路
。
一
生
衣
服
盡
隨
身
」
と
詠
ま
れ

た
太
和
公
主
（
？
）
も
、
皆
こ
の
政
策
の
犧
牲
と
な
つ
た
和
蕃
公
主
で
あ
る
。

し
か
し
貪
婪
饜
く
な
き
夷
狄
は
、
通
婚
の
み
で
羈
縻
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

朝
に
公
主
を
送
る
と
、
夕
に
金
帛
を
求
む
る
と
い
ふ
有
樣
で
あ
つ
た
。
結
婚
と

贈
遺
と
に
よ
つ
て
異
族
を
緩
和
し
て
、
そ
の
劫
掠
を
免
る
る
と
い
ふ
の
が
、
漢

・
唐
　
　
漢
族
の
國
威
の
尤
も
揚
つ
た
と
稱
せ
ら
る
る
　
　
を
通
じ
て
、
對
異
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族
策
の
大
方
針
で
あ
つ
た
が
、
結
果
は
や
は
り
不
首
尾
で
、
羽
檄
の
飛
ぶ
こ
と

も
、
烽
火
の
擧
る
こ
と
も
、
依
然
と
し
て
減
少
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。

　
宋
に
於
け
る
契
丹
・
西
夏
・
女
眞
、
明
に
於
け
る
北
虜
・
南
倭
の
事
蹟
も
、

茲
に
絮
説
を
要
せ
ぬ
。
元
・
清
二
代
は
、
天
下
を
擧
げ
て
異
族
の
臣
妾
と
な
つ

た
時
代
、
固
よ
り
批
評
す
べ
き
限
り
で
な
い
。
過
去
二
千
年
の
積
弱
累
辱
此
の

如
し
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
在
つ
て
、
南
は
越
人
を
服
し
、
北
は
匈
奴
を
攘
つ

て
、
盛
に
殖
民
政
策
を
實
行
し
た
始
皇
は
、
確
に
中
國
民
族
の
一
大
恩
人
と
い

ふ
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
種
族
革
命
の
成
功
し
た
中
華
民
國
の
今
日
、
始
皇
こ
そ

百
代
に
尸
祝
さ
る
べ
き
偉
人
で
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
私
は
已
に
始
皇
帝
の
内
外
の
事
業
を
敍
述
し
た
か
ら
、
茲
に
彼
の
人
物
に
就

い
て
一
言
い
た
さ
う
。
始
皇
は
細
心
に
し
て
放
膽
な
る
政
治
家
で
あ
つ
た
。
更

に
又
よ
く
己
を
虚
く
し
て
人
に
聽
き
、
衆
に
謀
つ
て
善
く
斷
ず
る
政
治
家
で
あ

つ
た
。
『
史
記
』
に
始
皇
帝
の
政
治
振
り
を
載
せ
て
、
天
下
の
事
大
小
と
な
く
、

皆
自
身
で
裁
決
し
て
、
臣
下
に
委
任
せ
ぬ
。
そ
の
日
所
定
の
裁
決
を
終
ら
ぬ
と
、

夜
中
に
な
つ
て
も
休
息
せ
ぬ
と
記
し
て
あ
る
。
或
は
之
を
以
て
彼
が
權
勢
を
貪

る
故
と
、
非
難
す
る
の
は
間
違
ひ
で
あ
る
。
主
權
を
人
に
假
さ
ぬ
の
は
法
家
の

極
意
で
、
刑
名
學
を
好
ん
だ
蜀
漢
の
諸
葛
亮
が
、
細
事
を
親
裁
し
た
と
同
樣
、

寧
ろ
始
皇
の
勤
勉
細
心
な
る
證
據
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
始
皇
は
細
心
で
あ
る
と
同
時
に
大
膽
で
あ
つ
た
。
六
國
を
滅
ぼ
し
た
彼
が
、

如
何
に
そ
の
遺
族
舊
臣
の
怨
府
と
な
つ
て
居
る
か
は
、
彼
自
身
は
萬
承
知
し
て

居
る
。
前
に
は
荊
軻
の
匕
首
閃
き
、
後
に
は
張
良
の
鐵
椎
が
投
げ
ら
れ
た
。
尋

常
一
樣
の
君
主
で
あ
つ
た
ら
、
必
ず
警
戒
し
て
出
遊
せ
ぬ
筈
で
あ
る
が
、
彼
は

何
等
顧
慮
す
る
所
な
く
、
連
年
巡
幸
を
繼
續
し
た
。
支
那
流
に
膽
斗
の
如
し
と

讚
し
て
も
差
支
な
か
ら
う
。

　
始
皇
は
又
世
人
の
設
想
と
は
反
對
に
、
よ
く
人
の
諫
を
容
れ
た
。
二
三
の
實

例
を
示
す
と
、
第
一
が
※
※




事

件
で
あ
る
。
※
※
は
太
后
の
寵
を
負
ひ
、
亂
を

起
し
て
失
敗
し
、
そ
の
黨
與
は
皆
重
き
に
從
つ
て
處
分
せ
ら
れ
、
太
后
も
こ
の

關
係
か
ら
雍
の
離
宮
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
母
后
の
處
置
に
つ
き
、
齊
人
の
茅
焦

が
死
を
冒
し
て
苦
諫
し
た
時
、
始
皇
は
殿
を
下
り
、
手
か
ら
茅
焦
を
扶
け
起
し
、

そ
の
諫
を
聽
き
、
母
を
咸
陽
に
迎
へ
取
つ
て
、
舊
の
如
く
厚
遇
し
た
こ
と
が
あ

る
。

　
第
二
は
逐
客
事
件
で
あ
る
。
始
皇
は
宗
室
大
臣
の
意
見
に
よ
り
、
他
國
の
産

で
秦
に
來
り
仕
へ
居
る
者
は
、
信
用
し
難
い
と
い
ふ
理
由
か
ら
、
一
切
之
を
放

逐
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
楚
人
の
李
斯
は
上
書
し
て
、
逐
客
の
利
少
く
害

多
き
を
述
べ
、
「
泰
山
不
讓
土
壤
。
故
能
成
其
大
。
河
海
不
擇
細
流
。
故
能
就

其
深
」
の
名
句
を
陳



ね
た
か
ら
、
始
皇
は
之
に
動
か
さ
れ
、
已
に
歸
國
の
途
中

に
在
つ
た
李
斯
を
召
還
し
て
、
逐
客
の
令
を
撤
囘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
第
三
は
伐
楚
事
件
で
あ
る
。
始
皇
は
楚
を
伐
た
ん
と
て
、
之
に
要
す
べ
き
兵

數
の
多
寡
を
諸
將
に
尋
ね
た
時
、
李
信
は
二
十
萬
に
て
可
な
り
と
い
ひ
、
王
翦

は
六
十
萬
を
要
す
と
答
へ
た
。
始
皇
は
李
信
に
聽
き
、
之
に
二
十
萬
の
兵
を
授

け
て
出
征
さ
せ
た
が
、
却
つ
て
大
敗
し
た
。
そ
こ
で
始
皇
は
不
面
目
を
忍
び
、

態
〻
當
時
不
滿
を
懷
い
て
故
山
に
歸
臥
せ
る
王
翦
の
宅
を
訪
う
て
、
再
三
そ
の

出
征
を
懇
願
し
、
遂
に
楚
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
此
等
の
實
例
を
見
て
も
明
白
な
る
通
り
、
始
皇
は
た
と
ひ
諫
に
從
ふ
こ
と
流

る
る
が
如
し
と
迄
の
雅
量
は
な
く
と
も
、
過
を
飾
り
非
を
遂
ぐ
る
程
狹
量
の
人

で
は
な
い
。
始
皇
の
評
に
必
ず
引
用
さ
れ
る
暴
戻
自
用
と
い
ふ
語
は
、
も
と
侯

生
や
盧
生
が
始
皇
を
誹
謗
せ
ん
が
爲
に
發
し
た
語
で
、
之
に
よ
つ
て
始
皇
を
評
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し
去
る
の
は
、
片
言
を
過
信
す
る
も
の
で
、
酷
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一

　
始
皇
が
果
斷
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、
故





ら
に
茲
に
申
し
添
へ
る
必
要
が
な
い
。

天
下
統
一
の
後
ち
、
群
臣
の
多
數
は
封
建
再
興
を
主
張
し
た
に
拘
ら
ず
、
彼
は

敢
然
と
し
て
郡
縣
の
治
を
行
う
た
。
文
字
の
整
理
と
い
ひ
、
古
典
の
處
分
と
い

ひ
、
尋
常
の
政
治
家
で
は
、
到
底
一
朝
に
實
行
し
得
ぬ
大
問
題
を
、
彼
は
何
ら

遲
疑
す
る
所
な
く
斷
行
し
た
。
始
皇
が
天
下
の
共
主
と
な
つ
た
の
は
、
僅
々
十

年
餘
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
短
年
月
の
間
に
、
比
較
的
多
大
の
事
業
を
實
行
し
得
た

の
は
、
全
く
彼
の
果
斷
の
賜
で
あ
る
。

　
多
く
の
偉
人
に
普
通
で
あ
る
が
如
く
、
始
皇
も
亦
豪
華
を
喜
ぶ
性
質
を
具
へ

て
居
る
。
驪
山
の
陵
の
如
き
、
司
馬
遷
の
記
す
る
所
、
劉
向
の
傳
ふ
る
所
は
、

勿
論
幾
多
の
誇
張
を
加
へ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
規
模
構
造
が
、
厚
葬
の
風

の
盛
な
當
時
に
あ
つ
て
も
、
人
の
視
聽
を
聳
か
し
た
の
は
事
實
に
相
違
な
い
。

爾
後
幾
度
の
破
壞
發
掘
の
厄
を
累
ね
て
、
頗
る
原
形
を
損
し
た
現
在
の
陵
　
　

見
る
影
も
な
く
荒
廢
し
て
居
る
が
　
　
で
も
、
猶
方
二
百
間
、
高
さ
十
八
間
許

り
の
宛
然
た
る
一
阜
丘
で
、
當
年
の
榮
華
を
髣
髴
の
間
に
認
め
る
こ
と
が
出
來

る
。
其
他
咸
陽
の
國
都
と
い
ひ
、
阿
房
の
宮
殿
と
い
ひ
、
萬
里
の
長
城
と
い
ひ
、

彼
の
計
畫
し
た
も
の
に
は
、
ど
こ
に
か
雄
大
の
面
影
を
存
し
て
居
る
。
或
は
こ

の
間
に
幾
分
、
「
不
覩
皇
居
壯
。
安
知
天
子
尊
」
と
い
ふ
一
種
の
政
略
も
含
ま

れ
て
居
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
或
は
始
皇
帝
の
專
ら
刑
法
に
依
頼
し
て
、
仁
義
を
蔑
視
す
る
の
を
非
難
す
る

者
が
あ
る
。
如
何
に
も
始
皇
に
は
多
少
刻
薄
少
恩
の
憾
な
い
で
は
な
い
。
し
か

し
彼
は
法
家
の
信
者
で
あ
る
。
法
家
に
は
仁
義
が
禁
物
で
あ
る
。
か
く
考
へ
る

と
、
始
皇
が
孔
孟
仁
義
の
道
を
忽
に
し
た
の
も
、
誠
に
已
を
得
ざ
る
次
第
と
い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
體
春
秋
か
ら
戰
國
に
か
け
て
は
、
亂
臣
や
賊
子
の
輩
出
し

た
時
代
で
、
君
主
の
位
置
は
甚
だ
不
安
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
成
る
べ
く
君
主
に

多
大
の
權
力
を
與
へ
て
、
油
斷
な
ら
ぬ
臣
民
　
　
人
性
を
惡
と
觀
ず
る
の
が
法

家
の
説
で
あ
る
　
　
を
威
壓
し
て
、
國
家
の
安
全
を
保
つ
と
い
ふ
の
が
法
家
の

主
張
で
、
こ
の
主
張
は
孔
孟
の
學
説
よ
り
は
、
確
に
時
代
の
要
求
に
適
し
て
居

つ
た
。
等
し
く
儒
學
の
正
統
と
自
稱
せ
る
に
拘
ら
ず
、
孔
子
の
主
張
し
た
仁
は
、

孟
子
に
な
る
と
義
と
變
じ
、
荀
子
に
至
る
と
更
に
禮
に
變
ず
る
と
い
ふ
風
に
、

儒
家
の
教
義
が
次
第
次
第
に
具
體
的
と
な
り
、
又
消
極
的
と
な
つ
て
來
た
の
は
、

全
く
當
時
の
外
界
の
事
情
に
促
さ
れ
た
變
化
で
あ
る
。
老
子
は
そ
の
『
道
徳
經
』

の
う
ち
に
、

　
　
失
道
而
後
徳
。
失
徳
而
後
仁
。
失
仁
而
後
義
。
失
義
而
後
禮
。

と
述
べ
て
、
こ
の
順
序
で
世
間
が
段
々
と
澆
季
に
な
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

不
思
議
に
も
こ
の
豫
言
が
事
實
と
な
つ
て
現
は
れ
て
居
る
。
即
ち
老
子
自
身
は

道
と
徳
と
を
説
き
、
次
に
出
た
孔
子
は
第
三
の
仁
を
説
き
、
孟
子
は
第
四
の
義

を
、
荀
子
は
第
五
の
禮
を
説
い
た
。
こ
の
次
に
今
一
歩
進
め
て
具
體
的
消
極
的

と
な
る
に
は
、
法
律
よ
り
外
な
い
。
こ
の
事
情
が
や
が
て
法
家
の
起
源
を
説
明

し
、
併
せ
て
始
皇
が
法
術
に
依
頼
し
て
、
天
下
を
治
め
た
理
由
を
、
説
明
し
得

る
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二

　
支
那
人
は
元
來
保
守
主
義
に
囚
は
れ
て
居
る
。
「
述
而
不
作
。
信
而
好
古
」

と
か
、
「
率
由
舊
章
」
と
か
、
彼
等
は
一
切
の
革
新
を
罪
惡
視
し
て
居
る
。
西

晉
時
代
に
嘗
て
黄
河
に
橋
を
架
せ
ん
と
計
畫
し
た
時
、
堯
舜
す
ら
實
行
せ
な
ん
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だ
と
い
ふ
理
由
で
、
朝
臣
の
多
數
が
反
對
し
た
。
か
か
る
國
民
の
間
に
、
始
皇

の
如
き
革
新
的
色
彩
を
帶
び
た
政
治
が
、
不
師
古
底
の
暴
政
と
し
て
排
斥
さ
れ

る
の
は
、
已
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
る
。

　
支
那
人
は
又
平
和
主
義
に
囚
は
れ
て
居
る
。
天
子
守
在
四
夷
と
か
、
王
者
不

治
夷
狄
と
か
、
彼
等
は
消
極
退
守
を
以
て
、
無
上
の
安
全
策
と
信
じ
て
居
る
。

昔
舜
が
千
羽
を
舞
は
し
て
、
三
苗
を
來
服
せ
し
め
た
の
が
、
彼
等
の
理
想
で
あ

る
。
七
徳
の
舞
に
は
首
を
俛
し
、
九
功
の
舞
に
は
顏
を
抗

げ
る
の
は
、
魏
徴
一

人
に
限
ら
ぬ
。
か
か
る
國
民
が
始
皇
の
攘
夷
拓
地
を
以
て
、
兵
を
窮
め
武
を
涜

す
も
の
と
し
て
、
贊
成
せ
ぬ
の
も
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
秦
の
榮
華
は
一
朝
で
あ
つ
た
。
始
皇
が
そ
の
三
十
七
年
に
、
東
南
巡
游
中
に

病
に
罹
つ
て
崩
御
す
る
と
、
そ
の
後
を
承
け
た
少
子
の
胡
亥
は
、
や
が
て
宦
者

の
趙
高
に
弑
せ
ら
れ
、
孫
の
子
嬰
は
間
も
な
く
劉
邦
（
漢
の
高
祖
）
に
降
つ
て

秦
は
亡
び
た
。
萬
世
ま
で
も
と
豫
期
し
た
始
皇
の
望
は
絶
え
て
、
彼
の
崩
後
三

年
の
間
に
、
社
稷
覆
る
と
は
誠
に
悲
慘
な
末
路
で
あ
る
が
、
之
が
爲
に
始
皇
を

輕
重
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
帝
政
は
約
十
年
に
し
て
倒
れ
て
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
豪
傑
た
る
こ
と
は
否
定
出
來
ぬ
で
は
な
い
か
。
豐
臣
家
は
二
世
で
滅
び
て
も
、

太
閤
の
英
雄
た
る
こ
と
は
否
定
出
來
ぬ
で
は
な
い
か
。
人
間
の
眞
價
は
年
月
に

在
ら
ず
し
て
、
事
業
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
始
皇
は
年
五
十
、
長
生
と
は
い
へ

ぬ
。
四
海
統
一
後
の
在
位
僅
に
十
二
年
、
む
し
ろ
短
祚
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
大
な
る
事
業
を
な
し
た
。
驪
山
の
陵
が
夷
げ
ら
る
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、

長
城
の
礎
が
動
く
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
支
那
史
乘
に
於
け
る
始
皇
の
位
置
は
確

固
不
拔
で
あ
ら
う
。

　
　
始
皇
帝
年
譜

　
　

　
　
西
暦
前
　
　
　
始
皇
帝
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
在
位

　
　
二
五
九
年
　
　
一
歳
　
　
　
　
　
　
始
皇
帝
生
る

　
　
二
四
七
年
　
　
一
三
歳
　
　
　
　
　
始
皇
帝
位
に
即
き
國
政
を
大
臣
に
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
二
三
八
年
　
　
二
二
歳
　
九
　
　
　
※
※
亂
を
作
す

　
　
二
三
七
年
　
　
二
三
歳
　
一
〇
　
　
相
國
呂
不
韋
を
罷
め
始
皇
帝
政
を
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
す
　
茅
焦
の
諫
を
納
る
　
逐
客
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
を
下
す
　
李
斯
の
諫
を
聽
く

　
　
二
三
〇
年
　
　
三
〇
歳
　
一
七
　
　
韓
を
滅
ぼ
す

　
　
二
二
八
年
　
　
三
二
歳
　
一
九
　
　
趙
を
滅
ぼ
す

　
　
二
二
七
年
　
　
三
三
歳
　
二
〇
　
　
荊
軻
始
皇
帝
を
刺
さ
ん
と
し
て
失
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
二
二
六
年
　
　
三
四
歳
　
二
一
　
　
秦
將
李
信
楚
を
伐
つ
て
失
敗
す

　
　
二
二
五
年
　
　
三
五
歳
　
二
二
　
　
魏
を
滅
ぼ
す

　
　
二
二
四
年
　
　
三
六
歳
　
二
三
　
　
始
皇
帝
王
翦
の
言
を
納
れ
六
十
萬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
軍
を
發
し
て
楚
を
伐
つ

　
　
二
二
三
年
　
　
三
七
歳
　
二
四
　
　
楚
を
滅
ぼ
す

　
　
二
二
二
年
　
　
三
八
歳
　
二
五
　
　
燕
を
滅
ぼ
す

　
　
二
二
一
年
　
　
三
九
歳
　
二
六
　
　
齊
を
滅
ぼ
し
て
天
下
を
一
統
す
　
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
專
有
の
名
稱
を
定
む
　
諡
法
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
郡
縣
の
治
を
は
じ
む
　
天
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
器
を
沒
收
す
　
劃
一
の
制
を
布
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
下
の
文
字
を
同
く
す
　
天
下
の
富
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豪
を
國
都
咸
陽
に
徙
す

　
　
二
二
〇
年
　
　
四
〇
歳
　
二
七
　
　
西
北
方
を
巡
行
す

　
　
二
一
九
年
　
　
四
一
歳
　
二
八
　
　
東
方
を
巡
行
す
　
泰
山
に
登
つ
て
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
立
つ
　
鄒
嶧
山
・
泰
山
・
琅
邪
臺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
の
碑
を
刻
す
　
南
方
を
巡
行
す

　
　
二
一
八
年
　
　
四
二
歳
　
二
九
年
　
東
方
を
巡
行
す
　
張
良
始
皇
帝
を
狙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
し
て
失
敗
す
　
之
罘
の
碑
を
刻
す

　
　
二
一
五
年
　
　
四
五
歳
　
三
二
年
　
東
北
方
を
巡
行
し
て
碣
石
門
に
刻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
將
蒙
恬
匈
奴
を
伐
つ

　
　
二
一
四
年
　
四
六
歳
　
　
三
三
年
　
越
人
を
征
す
　
長
城
を
築
く

　
　
二
一
三
年
　
四
七
歳
　
　
三
四
年
　
焚
書
の
令
を
下
す

　
　
二
一
二
年
　
四
八
歳
　
　
三
五
年
　
阿
房
宮
を
營
む
　
始
皇
帝
そ
の
左
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
密
事
を
泄
し
し
者
を
案
問
す
　
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
を
坑
殺
す

　
　
二
一
一
年
　
四
九
歳
　
　
三
六
　
　
東
郡
の
刻
石
事
件
起
る

　
　
二
一
〇
年
　
五
〇
歳
　
　
三
七
　
　
東
南
方
を
巡
行
す
　
會
稽
の
碑
を
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
東
方
を
巡
行
す
　
始
皇
帝
崩
ず

（
大
正
元
年
十
二
月
七
日
稿
）
（
大
正
二
年
一
月
『
新
日
本
』
第
三
卷
第
一
號

所
載
）
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